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放射線影響・放射線防護ナレッジベース事業とは

名称
放射線対策委託費 放射線防護基準等の情報収集・発信事業

背景及び目的
• 原子力規制委員会は、規制業務を実施するとともに、規制の技術的基準の斉

一化を目的とする放射線審議会の事務局を担っていることから、国際機関の
勧告等の動向を踏まえて規制体系を更新していくことが求められている。

• 関係する国際機関の動向を把握しながら、放射線防護に係る科学的 知見を
収集するとともに整理したうえで、行政関係者及び国民にとって利用可能な
状態にしておくことが重要。

• 「放射線影響・放射線防護ナレッジベース」の構築及び運用

⇒ 放射線防護に係る最新かつ国際的な知見が包括的に規制当局を含む関係者
及び国民に広く共有され、放射線防護の基準の作成等の規制に資する
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放射線影響・放射線防護ナレッジベース事業とは

実施主体
放射線医学総合研究所（放射線防護情報統合センター）

出典：放射線医学総合研究所ホームページ
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参考：放射線防護情報統合センター

研究テーマ
• 放射線防護の国際的な情報ネットワークにおける日本のハブ機能
• 放射線防護における科学的知見と社会を結ぶインターフェース機能
• 放射線防護の課題抽出と解決策提示のための線量やリスクの定量化
• 患者の被ばく線量把握に関するシステム開発と全国調査
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出典：放射線医学総合研究所ホームページ

放射線防護における科学的知見と社会を結ぶインターフェース機能

電福島第一原発事故対応を契機に、放射線の影響に対す
る社会的な関心は高まりました。当センターは、人と環
境に対する放射線の影響や科学的根拠に立脚した放射線
防護体系に関する正確な情報を、国、地方自治体、市民、
専門家等、様々なステークホルダに提供する役割を担っ
ています。その一環として、放射線の現行規制や管理に
関する諸制度と国際的な放射線防護等に関する知見等の
関係を包括的に収録した「放射線影響・放射線防護ナ
レッジベース」を構築しています。将来、このナレッジ
ベースはウェブベースシステムとして公開し、放射線に
関する理解増進や安心醸成に役立てるとともに、今後の
放射線防護の基準の作成等に活用されます。



放射線影響・放射線防護ナレッジベース事業とは

事業内容
① 知見（放射線影響・放射線防護に関する）の収集・整理業務

1）既存の知見の収集・整理
2）最新の知見の収集・整理
3）知見の取りまとめ

② ナレッジベースの運用

③ 関係する委員会の開催

スケジュール
平成26年度～ ：検討開始
平成30年度 ：平成31年3月に一般公開する予定
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放射線影響・放射線防護ナレッジベースとは
UNSCEAR等の国際機関の刊行物及び会議資料、放射線防護に
係る文献、放射線障害防止法等の国内外の放射線防護に関する諸
制度に関係する情報等を収集したうえで、これらの知見の背景、
検討経緯及び問題意識、実際に会合に参加し蓄積したノウハウ等
知見を付加したナレッジを、システムで活用できるよう加工・整
理をし、高度な解析機能を通して、WEB上で解析結果を閲覧で
きるようなデータベースにしたものをいう。



Sirabe （限定公開の試運用版）メインページ
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Sirabe （限定公開の試運用版）メインページ
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● 掲載内容
・基本解説として「放射線防護」、「生物学的影響」と「線量・リスク評価」
・理解を深めるための「国際的機関の見解」「科学論文からの知見」
・理解を助けるための「放射線に関する質問集」と「用語集」
情報にいろいろな「入口」からアクセスすることが可能。またコンテンツにつきまして
は随時追加・内容更新していく予定であり、追加や更新の判断は、放射線影響・放射線
防護ナレッジベース運用委員会が行います。

● 編集方針について
理解を深めるための「国際的機関の見解」「科学論文からの知見」
「我が国の法令等による規制」は以下の方針で、コンテンツを選択しています。

〇国際的機関の見解
・放射線影響および放射線規制に係る国際的機関や海外機関の刊行物、
あるいは上記機関の会議での議論内容のうち公表されたもの

〇科学論文からの知見
・原則的に放射線影響および放射線規制に係る国際的機関で議論された論文
〇我が国の法令等による規制
・法令等制定時の審議会等での議論
・放射線影響および放射線規制に係る国際的機関の提言を踏まえて
国内の主要学会が示したガイドライン等



Sirabe （限定公開の試運用版）メインページ
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また当ウェブサイトに掲載されているテキスト、図版、画像（以下「資料」）は、以下
の編集方針によって作成されています。
・基本的に国際的に評価が定まっていることを書き、科学的に疑念があるとする学術的
な意見があれば、それも記載する。
・記載内容の検証ができるように、説明には基本的に出典を記載する。
・記載内容の科学的正確さ、中立性および読みやすさの確認のために
放射線影響・放射線防護ナレッジベース運用委員会編集部会の委員が査読を行う。

● コンテンツの取り扱いについて
(1)著作権
(2)リンクについて
(3)内容の追加や修正、削除について
(4)免責事項



8

基本解説 から調べる

Sirabe（限定公開の試運用版）
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基本解説 から調べる

Sirabe（限定公開の試運用版）
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理解を深める から調べる

Sirabe（限定公開の試運用版）
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理解を深める から調べる

◎論文の解説記事

◎論文のサイト

Sirabe（限定公開の試運用版）



12

理解を助ける から調べる

◎用語集、関連記事

Sirabe（限定公開の試運用版）



「検索」 から調べる

※「がん」で検索

Sirabe（限定公開の試運用版）



今後の展開及び課題

今後の進め方
平成30 年度～ ：コンテンツの充実、システムの構築

：一般公開 ［平成31年3月予定］

放射線審議会及び放射線防護に関連する検討会等において活用

原子力規制委員会の独自性

質の維持及び持続可能性
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